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インフルエンザ・新型コロナウイルス感染拡大防止策について 

 

平素は、当センターの運営にご理解とご協力を頂きありがとうございます。 

見出しの件についてお知らせ致します。 

今年はインフルエンザと新型コロナウイルスの流行が同時に起こる可能性があります。

その為、厚生労働省の新型コロナウイルスのガイドラインに従って下記の様に対応させて

頂くことになりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※体温が 37.0℃前後で呼吸器症状、味覚嗅覚異常、下痢等の症状があれば受診して下さい。 

※受診された結果をセンターにお知らせください。 

＜感染予防対策＞ 

 ・毎日の体調管理、体温測定 

 ・手洗い、アルコール消毒。出来る方はマスクの着用 

 ・こまめな換気 

 ・人混みは避ける 

・出来るだけインフルエンザの予防接種を受ける 

 

医師の指示に従う 

来所可能 

① ② 共に 

満たした後 

来所可能 

インフルエンザ(陰性) 

又は 

新型コロナウイルス (陰性) 

・解熱後 24 時間経過して 

いる事 

・諸症状改善してきている事 

体温が 37.5℃以上の発熱又 

下痢、味覚・嗅覚異常 

呼吸器症状 

① 発熱した翌日を 1 日目として発症から 10 日間 

経っていること 

② 発熱、下痢、呼吸器症状、嗅覚・味覚障害の症状

が改善して 3 日間（72 時間）経過していること 

 受診しない 

 受診する 

インフルエンザ(陽性) 

又は 

新型コロナウイルス (陽性) 


